
和歌山県精神保健福祉センター所報

平成１４年度

和歌山県精神保健福祉センター



は じ め に

平成 10 年度に和歌山ビッグ愛に移転し、精神保健福祉従事者を対象にした研修の充実や関係機
関への技術指導、精神保健福祉相談の充実、パンフレットの作成や精神保健フェスタの開催等一

般県民向けの啓発事業に精力的に取り組み、精神保健福祉の総合的技術センターとしての役割を

果たせるよう努力してまいりました。また、平成 14 年度には、精神保健福祉法の一部を改正する
法律の施行に伴い、精神医療審査会業務、障害者手帳・精神障害者通院医療費公費負担業務が新

たに加わり、事務職員１名が増員され、組織としても拡充されました。

平成 14 年度から精神障害者保健福祉手帳および精神障害者通院公費負担申請の窓口業務が市町
村に移管されるとともに、精神障害者居宅生活支援事業が市町村で実施されるようになり、より

身近な地域で在宅のサービスが受けられるようになりました。そのことに伴い、県内市町村にお

いて精神保健活動の積極的な展開がされてきました。県内保健所では市町村に対し技術支援を行

っていますが、当センターにおいても精神障害者訪問介護員養成研修や精神障害者ケアマネジメ

ント研修等を実施することで精神障害者居宅生活支援事業が円滑に行われるよう支援してきまし

た。また、事業推進の目的で 13 年度は、在宅福祉サービスに関して全県下的に当事者調査を実施
し、平成 14年度は、県内市町村を対象に精神障害者居宅生活支援事業の実態調査を実施しました。
以上のように、精神保健福祉の様々な変化や社会のニーズに応えるべく取り組んできた結果を、

平成 14年度の所報として発刊させていただきます。
今後も当センターは、県民の皆様や関係機関の皆様に役立つ機関として、県民のメンタルヘル

スの推進と精神障害者の福祉の増進を図っていきたいと考えています。今後とも、皆様方のご支

援とご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。

平成１５年９月

和歌山県精神保健福祉センター

所長 朝 井 忠
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Ⅰ センターの概要

１．沿革

精神保健福祉センターは、精神保健福祉法に基づいて、都道府県における精神保健及び

精神障害者の福祉に関する総合的技術センターとして、知識の普及を図り、調査研究並び

に相談業務を行い、精神保健福祉の関係機関に対する技術指導・技術援助を行うものであ

る。

昭和２７年 ３月 「精神衛生相談所」を和歌山県立医科大学附属病院内設置

昭和３６年 ６月 「精神衛生相談所」を和歌山県立五稜病院に移転

昭和５６年 ４月 「精神衛生センター」に名称変更

昭和６３年 ７月 「精神保健センター」に名称変更

平成 ７年 ７月 「精神保健福祉センター」に名称変更

平成１０年１２月 県民交流プラザ和歌山ビッグ愛に移転

平成１１年 ４月 精神保健福祉相談員・保健師１名ずつ増員（常勤職員数４人体制）

平成１４年 ４月 事務職員１名増員（常勤職員数５人体制）

２．業務の概要

（１）企画立案

地域精神保健を推進するため、県の精神保健福祉主管部局及び関係機関に対し、専

門的立場から、社会復帰の推進や、地域の精神保健施策の推進に関する事項等につい

て提案、意見具申等を行う。

（２）技術指導及び技術援助

地域精神保健福祉活動を推進するため、保健所、市町村等の関係機関に対し、専門

的立場から積極的な技術指導及び技術援助を行う。

（３）教育研修

保健所、市町村等の関係機関で精神保健福祉業務に従事する職員を対象に、その資

質の向上を図るため、専門的な教育・研修を実施する。

（４）普及啓発

一般住民に対し精神保健福祉や精神障害についての知識、権利擁護等について普及

啓発を行うとともに、保健所及び市町村が行う普及啓発活動に対して協力、指導及び

援助を行う。

（５）調査研究

地域精神保健福祉活動の推進、精神障害者の社会復帰の促進等に関する調査研究を

行い、必要な統計及び資料を収集し、保健所や市町村が行う精神保健福祉活動が効果

的に展開できるよう資料を提供する。

（６）精神保健福祉相談

アルコール、思春期の特定相談を含め、精神保健福祉全般の相談を実施する（特に

複雑または困難なもの）。

（７）組織育成

家族会、患者会等県単位の組織の育成に努めるとともに、地域単位の組織の活動に

協力する。
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３．職種別職員構成

医 師 精神保健福祉 保健師 福祉職 事務職 計
相談員

常 勤 １ １ １ １ １ ５

非常勤 ３ １ ４

計 ４ １ １ １ ２ ９

４．施設の概要

（１）所在地

〒６４０－８３１９ 和歌山市手平二丁目１番２号

県民交流プラザ和歌山ビッグ愛２階

電 話 ０７３－４３５－５１９４

ＦＡＸ ０７３－４３５－５１９３

（２）建物の状況

１２階建て鉄筋コンクリート造り県民交流プラザ和歌山ビッグ愛２階に入居

占有面積 ３７２．６６㎡

（３）平面図

ＥＶ 女子 男子
ｗ・ｃ ｗ・ｃ

階 案 ＥＶ 機 械 室 プレイルーム

ＥＶ段 内 給湯
室

ＥＶ

交流ロビー 事務室 所長室 図書 グループ 心理 相談室 相談室
研修室 セラピー室 相談室 ２ １



- 3 -

Ⅱ 平成１４年度事業実績

１．技術指導・技術援助

地域精神保健活動を推進するため、保健所及び関係機関に対し、研修会の講師や会議での助言、

大学や専門学校での学生への講義等、技術指導及び技術援助を行った。

（１）関係機関別・内容別件数

技術指導・援助の内容別件数（延件数）

関 係 機 関 老人精神 社会復帰 アルコ 薬物 思春期 心の健康 その他 計

保健 ール づくり

保 健 所 １ ３ ２ ６

市 町 村 １２ １２

福祉事務所

医療施設 ３ １ ４

介護老人保健施設

社会復帰施設

社会福祉施設

行 政 １ １ １ ３

福 祉

教 育 ２ ２

司 法

労 働

そ の 他 ２ ２

計 １ ７ １ ２ １８ ２９

（２）業務別支援内容

・講演講師等

内 容 場 所 対 象 回数 人数 担当

精神病を考えよう（日蓮宗教誨師全国大会）和歌山市 全国日蓮宗教誨師 １回 ５０名 医 師

メンタルヘルス（退職市町村会ＯＢ会） 和歌山市 市町村長会退職者 １回 ２０名 医 師

精神科医療について考えよう 和歌山市 和歌山市精神保健 １回 ２５名 医 師

（和歌山市精神保健福祉業務担当者連絡会議） 福祉業務担当者

精神保健福祉法３２条・４５条について 和歌山市 精神科医師 １回 １０名 医 師

（診療所協会）

和歌山県こころの医療センターに期待すること 吉備町 精神保健福祉関係者 １回 １５０名 医 師

（こころの医療センターシンポジウム）

いこいの家共同作業所シンポジウム（座長） 和歌山市 一般 １回 １００名 ＰＳＷ
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・会議等

内 容 場 所 対 象 回数 参加者 担当

センター所長会 東京都 センター所長 １回 ６０名 医 師

センター長会 埼玉県 センター所長 １回 １００名 医 師

中部・近畿ブロックセンター長会 岐阜県 センター所長 １回 １８名 医 師

中部・近畿ブロックセンター長会 大阪府 センター所長 １回 １８名 医 師

全国精神医療審査会事務担当者会 東京都 精神医療審査会事 １回 ７０名 医 師

務担当者

「こどうの家」竣工式 上富田町 精神保健関係 １回 １２０名 医 師

地域生活支援センター「櫻」竣工式 和歌山市 精神保健関係 １回 １００名 医 師

和歌山県共同作業所連絡会事務所竣工式 和歌山市 作業所職員等 １回 １００名 ＰＳＷ

エルシティオ設立総会 和歌山市 作業所職員等 １回 ８０名 ＰＳＷ

薬物乱用対策推進本部幹事会 和歌山市 行政関係者 １回 ３０名 ＰＳＷ

オープンスピーカーズ・ミーティング 和歌山市 ＡＡ関係者 １回 ８０名 ＰＳＷ

社会福祉課処遇検討会議 和歌山市 行政関係者 １回 １５名 ＰＳＷ

ＤＶ被害者への支援 和歌山市 行政関係者 １回 ６０名 ＰＳＷ

全国精神医療審査会連絡協議会 宮城県 行政関係者 １回 １００名 ＰＳＷ

被害者対策連絡協議会 和歌山市 行政関係者 １回 ６０名 ＰＳＷ

精神障害者自立支援事業 田辺市 一般 １回 ２００名 ＰＳＷ

思春期精神保健セミナー 田辺市 保健師、養護教諭 １回 ３５名 保健師

（思春期・青年期相談で生馬医師と） 等

薬物相談機関実務担当者会議 和歌山市 少年鑑別所、警察 １回 ８名 保健師

本部、青少年課他

ＤＶ被害者支援ネットワーク会議 和歌山市 裁判所、警察本部、 １回 ４名 保健師

各振興局他

社会的ひきこもりを考える講演会 和歌山市 一般 １回 １００名 ＰＳＷ

ひきこもり講演会 田辺市 一般 １回 １２０名 ＰＳＷ

日本アルコール関連問題学会 大阪府 医療機関職員 １回 ５００名 ＰＳＷ

和歌山市民講座 和歌山市 一般 １回 １００名 ＰＳＷ

池末美恵子講演会 和歌山市 一般 １回 ５０名 ＰＳＷ
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・学生講義、実習等

内 容 対 象 回数 実人員 担当

和医大学生講義（精神保健福祉法及び疫学） 医学部５回生 ２回 ６０名 医 師

ＹＭＣＡ福祉専門学校講義（精神保健） 介護福祉学部学生 １４回 ８０名 医 師

和歌山医師会看護専門学校（精神保健法について） 看護学生 １回 ４０名 医 師

関西福祉科学大学実習 社会福祉学科４回生 ２０回 １名 ＰＳＷ

大阪体育大学短期大学実習 保健福祉学科２回生 １０回 １名 ＰＳＷ

和歌山県立高等看護学院講義 保健学科学生 ７回 ２０名 ＰＳＷ

和歌山大学付属中学校総合学習 ２学年生徒 １回 ２名 保健師

・委嘱・委員等

内 容 場 所 回数 担当

地域福祉権利擁護事業締結審査会委員 和歌山市 １２回 医 師

和歌山県社会参加推進協議会委員 和歌山市 ２回 医 師

長寿社会対策推進会議委員 和歌山市 １回 医 師

県障害児就学指導委員会委員 和歌山市 １回 医 師

障害者ケアマネジメント体制整備検討委員会委員 和歌山市 ３回 医 師

ＰＳＷ

ジョブガイダンス事業運営会議委員 和歌山市 ３回 ＰＳＷ

障害者ケアマネジメント連絡調整会議 和歌山市・御坊市・田辺市 ４回 ＰＳＷ

・その他

組 織 育 成

患者会 家族会 断酒会 職親会 その他 計

組織支援件数 １ １ １ ４ ７

・摂食障害のケース検討会：思春期・青年期相談に田辺保健所スタッフが来所。２例のケース検討を行う。

・御坊保健所デイケアメンバー来所：センター業務について説明、センターを案内する。
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２．教育研修

保健所、市町村、福祉事務所、社会復帰施設その他の関係機関等で精神保健福祉業務に従事する職

員等を対象として、その資質の向上を図るため、精神保健福祉に関する専門的な研修を実施した。

（１）精神保健関連新任者研修

新しく精神保健福祉業務に従事した者が、精神保健福祉の基礎知識を学び業務に活かすことができ

る事を目的に、業務に従事して概ね３年以内の担当者を対象に実施した。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１４年５月２９日（水）講義「精神疾患と障害の理解」 ８６名

講師 県立五稜病院リハビリテーション部長 生駒芳久

和歌山ビッグ愛 講義「精神保健福祉制度」 第１分科会

講師 当センター主査 長島 隆 ４１名

分科会「精神障害者の地域生活支援」 第２分科会

所属別（行政、社会復帰施設、医療機関）に分かれて実施 ２０名

講師 有田振興局健康福祉部主査 栗田直嗣 第３分科会

紀南障害者地域生活支援センター施設長 柳瀬敏夫 １６名

ももたにクリニックデイケア室 加藤直人

（２）思春期精神保健福祉研修

思春期の子どもたちのいじめや不登校、家庭内暴力などが社会問題化して久しい。思春期の心理と

行動について理解を深めその対応について学習することを目的として、思春期精神保健に関わる関係

者を対象に実施した。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１４年８月３０日（金）講義「現代子ども考」 １３１名

講師 和歌山信愛女子短期大学助教授 桑原義登

和歌山ビッグ愛 講義「広汎性発達障害児の療育について―紀南地方の実践報告」

講師 紀南綜合病院新庄別館医師 宮本 聡

（３）こころのケア研修

近年の著しい社会生活環境の複雑化に伴い精神的ストレスも多様化、深刻化しており、これらに対

する精神保健福祉活動の充実が急務となっている。中でも阪神・淡路大震災やバブル崩壊等、時代の

流れとともに子どもたちをめぐる状況は大きく変化している。「キレル」「学級崩壊」などの新語に

代表される子どもたちのこころの問題を「トラウマ」というキーワードから考え、ＰＴＳＤ（外傷後

ストレス障害）についての理解を深め資質の向上を図ることを目的に、精神医療及び精神保健福祉に

関わる者を対象に実施した。

また、県内で相談や支援に当たっている関係機関・関係者の理解を深め、認識を統一し、支援のた

めのネットワークを構築することを目的に、相談業務に従事する者、当事者、一般県民等、ひきこも

りに関心のある者を対象に、「ひきこもり」に関する講演とシンポジウムを開催した。
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開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１５年２月１３日（木）講義「子どものトラウマと心のケアについて（総論）」 ８４名

講師 神戸大学院医学系研究科精神神経科助手 田中究

和歌山ビッグ愛 講義「子どものトラウマと心のケアについて（各論）」

講師 聖マリアンナ医学研究所カウンセリング部長 藤森和美

Ｈ１５年３月２４日（月）講演「青年期の社会的ひきこもりについて」 １１４名

講師 新潟大学医学部保健学科教授 後藤雅博

プラザホープ シンポジウム「回復を支えるネットワークのあり方」

コーディネーター エルシティオ代表 金城清弘

シンポジスト

居場所作りの立場から ハートツリーハウス 酒井滋子

当事者の立場から エルシティオ 鴻原崇之

親の立場から 県親の会 若狭佳苗

行政の立場から 田辺市健康増進課 目良宣子

（４）嗜癖関連問題研修

ストレス社会と言われる現代、生活や健康におけるこころの領域の問題は年々広く深くなっている。中

でも嗜癖関連問題は低年齢化や予備軍の増加が指摘されており、経過が長期化したケースなどではその対

応が困難な状況にある。精神医療及び精神保健福祉に関わる者を対象に薬物依存の治療と社会復帰を支援

し再乱用を防止することを目的として、医療、福祉、教育、司法領域等の相互連携の必要性を学習した。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１５年１月３１日（金）講義「薬物依存からの回復の場としてのダルク」 ６１名

講師 大阪ダルク施設長 平尾篤司

ビッグ愛 講義「薬物依存からの回復のためのネットワーク及び家族の

支援について」

講師 Freedomコーディネーター 倉田めば

（５）精神障害者訪問介護員講習会

対象者のニーズに応じた適切なホームヘルプサービスを提供するため、精神障害に関する知識や精

神障害者との関係づくりの方法を修得することを目的に、ホームヘルパーの資格を有する者を対象に

実施した。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 参加者数

Ｈ１４年 講義「精神障害の基礎知識」 実人員

第 ９月１１日（水） 講師 紀南総合病院新庄別館別館長 川崎元 ５６名

一 講義「精神障害者ホームヘルプサービス－援助内容と援助特性－」 延人員

回 紀南総合病院 講師 紀南障害者地域生活支援センターケアマネージャー 村上和也 １１２名

新庄別館 講義「精神障害者を持つ家族の立場として」 修了証書

講師 和歌山県精神障害者家族会連合会会長 大畠信雄 交付

講義「精神保健福祉施策と制度」 ５６名

講師 当センター主査 長島隆
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開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 参加者数

９月１２日（木） 施設研修 ３２名

（福）やおき福祉会 講義、利用者の話、ホームヘルプの現場から、施設見学

あすか作業所

９月１７日（火） ２４名

（福）やおき福祉会

Ｈ１４年 講義「精神障害の基礎知識」 実人員

第 １０月 ９日（水） 講師 国保野上厚生総合病院精神科医長 上野半兵衛 １２９名

二 講義「精神障害者ホームヘルプサービス－援助内容と援助特性－」 延人員

回 和歌山ビッグ愛 講師 麦の郷高齢者地域生活支援センターケアマネージャー日野のぞみ ２５７名

講義「精神障害者を持つ家族の立場として」 修了証書

講師 和歌山県精神障害者家族会連合会会長 大畠信雄 交付

講義「精神保健福祉施策と制度」 １２８名

講師 当センター主査 長島隆

１０月１１日（金） 施設研修 ４１名

１０月１６日（水） 講義、施設見学、当事者との交流会 ４４名

１０月１８日（金） ４３名

（社）一麦会

（６）介護等支援専門員養成研修

障害者ケアマネジメント従事者を養成することにより、障害者ケアマネジメント体制整備推

進事業の円滑な実施に資することを目的とする。市町村職員及び精神障害者地域生活支援セン

ター等の各相談事業に従事している者を対象に、一部を身体・知的・精神分野別に実施した。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１５年２月１７日（月）講義「障害者福祉の動向とケアマネジメント」 実数８４名

和歌山ビッグ愛 講師 県障害福祉課 前原壮行 （内精神３９名）

講義「ケアマネジメント概論と実施方法」

講師 県運営適正化委員会 藤田和正 延数４３１名

講義「権利擁護と苦情解決」 （内精神９３名）

講師 県社会福祉協議会 小橋佳代

Ｈ１５年２月１８日（火）講義「肢体不自由児・者の生活ニーズ」

和歌山ビッグ愛 講師 （社）愛徳整肢園 杉谷武人

講義「視覚障害児・者の生活ニーズ」

講師 県立和歌山盲学校 中屋久司

講義「精神障害者の生活ニーズ」

講師 県障害者団体連合会 井内正和

（社）一麦会 山本哲士
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開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１５年２月１８日（火）講義「知的障害児・者の生活ニーズ」

和歌山ビッグ愛 講師（Ａコープ由良） 中田久美

クボリ毛皮

木下信子

太陽作業所 成瀬武男

講義 「内部障害者の生活ニーズ ～オストミーを中心に～」

講師 日本オストミー協会和歌山県支部 久昭三

講義「聴覚・言語障害児・者の生活ニーズ」

講師 県立和歌山ろう学校 鈴木博司

Ｈ１５年２月２６日（水）講義「精神障害者ケアマネジメント各論」

２月２７日（木） 講師 花園大学 三品桂子

２月２８日（金）講義「試行的事業実践報告」

和歌山ビッグ愛 講師 和歌山市

御坊市

（福）やおき福祉会

（７）精神科看護職員等人権セミナー

和歌山県精神保健福祉審議会が提出した「県内の精神科病院における入院患者の権利擁護等に関

する取り組みについて」のなかで、医療従事者に対する研修の充実という提言を受けて、精神医療の

現場に勤務する看護職員等を対象に実施した。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１５年３月 ６日（木）講義「精神科医療の歴史」 実人員 ５０名

３月 ７日（金） 講師 センター所長 朝井忠 延人員１９８名

３月１３日（木）講義「精神保健福祉法の理解と人権擁護の問題」

３月１４日（金） 講師 県健康対策課 中川浩二

講義「精神障害者の社会復帰活動」

和歌山ビッグ愛 講師 石神記念医学研究所所長 石神文子

木島病院 講義「精神科入院患者への対応」

講師 大阪府中宮病院主査看護師 貴島利巳

講義「精神科におけるチーム医療」

講師（社）日本精神科看護技術協会常務理事 仲地珖明

講義「精神障害者の人権擁護」

講師 厚生労働省社会保障審議会委員 広田和子
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３．普及啓発

一般住民や関係機関に対し、精神保健福祉や精神障害についての知識や情報を提供するため、次の

とおり講演会や出版物の作成等、普及啓発活動を行った。

（１）講演会等

・和歌山こころのつどい

精神保健福祉に関する知識の普及と心の健康づくり推進のため、精神保健福祉協会総会において

実施した。

開 催 日 平成１４年９月３０日（月）

会 場 和歌山ビッグ愛大ホール

参 加 者 １３１名

内 容 講演「町で暮らそう―ホームヘルプサービスとグループホームの意義と課題」

講師 愛知県コロニー発達障害研究所所員 三田優子

・わかやまこころのフェスティバル２００３

県民の精神的な健康の保持及び増進と精神障害者の福祉の増進を図るために、一般県民、関係団体

及び行政が「相互理解」を深め、啓発活動を行うことを趣旨として実施した。

開 催 日 平成１５年３月２日（日）

会 場 上富田文化会館

参 加 者 ６５０名

内 容 ・講演「聞こえますか 子どものつぶやき」 講師 はしだのりひこ

・講演「ｈｏｍｅ」 講師 小林博和・小林貴裕

・その他 映画「ｈｏｍｅ」の上映／共催団体の展示・物品販売

・精神障害者の地域生活支援の推進事業

平成１４年度より業務の一部が市町村へ移譲された事を受けて、今年度を「精神保健福祉業務市町村

元年」と位置づけ、市町村職員及び行政関係者・ホームヘルパー・施設職員・医療機関職員・当事者・

一般県民等を対象に、精神保健福祉を身近な問題として考えていけるよう、シンポジウムを開催した。

開 催 日 平成１５年１月１６日（木）

会 場 和歌山ビッグ愛

参 加 者 １５０名

内 容 ・講演「こころの時代における市町村の役割について」

講師 長崎ウエスレヤン大学教授 田中英樹

・シンポジウム

「精神障害者のサポーターになりませんか」

座長 （福）やおき福祉会常務理事 寺沢啓三

貴志川町はなみずきグループ 原延枝

海南市社会福祉協議会 榊原友美

ＮＰＯ法人京都府精神保健職親会 田中信行

太地町 前田かなみ

有田地域当事者会すみれ会 山崎文三
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精神保健福祉センターのブースを設けて啓発を行った。

・ハロー喜の国ふれあい人権フェスティバル

開 催 日 平成１４年１１月９日（土）１０日（日）

会 場 和歌山ビッグ愛

内 容 ・パネル展示・パンフレット、シルバーリボン配布

・ストレスチェック

・病気と人権パネル展

開 催 日 平成１４年１２月２日（月）～１０日（火）

会 場 和歌山ビッグ愛

内 容 ・パネル展示 ・パンフレット配布

（２）広報出版物等

・精神保健福祉センター便り

関係機関への情報提供と県民への啓発のため、社会復帰施設や自助グループの紹介、 最新情報、

県内の精神保健福祉の動向、センターの研修お知らせ等を掲載し、年４回発行している。

送付機関数 発行部数

第１１号 ３１２ ３８７

第１２号 ３１５ ５６７

第１３号 ３２０ ５７２

第１４号 ３２１ ４９２

合 計 延１２６８ ２０１８

・啓発パンフレット

「統合失調症～精神障害の理解のために～」「こころの風邪うつ病」「ひきこもりの理解」「こころの健康

～ストレスと上手に付き合いましょう～」「お酒との付き合い方」の５種類のメンタルヘルスパンフレット

をそれぞれ２万部ずつ作成し関係機関に配布した。

・わかやまこころのフェスティバル２００３ 市町村広報

わかやまこころのフェスティバル２００３についてのＰＲを１９市町村の広報紙において行った。

・精神保健福祉協会誌

協会員向情報誌「こころ」を１０００部作成し、会員に配布した。

・図書、ビデオの貸し出し

精神保健福祉の正しい知識の普及のために、図書、ビデオの貸し出しを行っている。

保健所 市町村 医療機関 社会復帰施設 その他 合 計

図 書 １２ ５ １３ １ ２０ ５１

ビデオ １２ １ ２２ ５ ２７ ６７

合 計 ２４ ６ ３５ ６ ４７ １１８

・その他、１１月にホームページの開設を行った。
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５．精神保健福祉相談

県民のこころの悩みや精神疾患等に関する健康相談を電話及び面接により実施した。所内相談は、

原則として予約制で実施している。電話相談は、一般回線とこころの電話専用回線とで受けている。

さらに特定相談として、嘱託医によるアルコール関連問題相談及び思春期・青年期相談を実施してい

る。アルコール関連問題相談では、保健所等が開催する講演会の講師等にも応じている。所外相談は、

市町村から依頼を受けて実施した相談を掲載している。

延件数

所内相談 １７３

所外相談 ９９

電話 一般 １３３

こころの電話 ４７７

（１）所内相談

年齢別 性別相談延件数（再掲） 診断別延件数（再掲）

年 齢 男性 女性 合計 種 別 男性 女性 合計

０～ ９ 精神疾患 ５２ １３ ６５

１０～１９ ２ ２ ４ てんかん

２０～２９ ８４ ８ ９２ 思春期 ３ １ ４

３０～３９ ２２ ６ ２８ ひきこもり ２ ２

４０～４９ ４ ４ ８ アルコール ５ ２ ７

５０～５９ １２ ２０ ３２ 薬物依存

６０～６４ １ ５ ６ 摂食障害 １ １

６５～ ３ ３ 心の健康づくり ３ ２ ５

不 明 老人

合 計 １２８ ４５ １７３ その他 ６３ ２６ ８９

合 計 １２８ ４５ １７３

（２）所外相談

年齢別 性別相談延件数（再掲） 診断別延件数（再掲）

年 齢 男性 女性 合計 種 別 男性 女性 合計
０～ ９ 精神疾患 ２８ ２６ ５４
１０～１９ てんかん

２０～２９ 思春期

３０～３９ ひきこもり

４０～４９ １６ １０ ２６ アルコール ５ ５
５０～５９ １４ ７ ２１ 薬物依存

６０～６４ 摂食障害

６５ ～ １７ ３５ ５２ 心の健康づくり

不 明 老人 １４ ２６ ４０
合 計 ４７ ５２ ９９ その他

合 計 ４７ ５２ ９９

28

114651
取り消し線
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（３）電話相談

保健所管内別延件数 情報源別延件数

保健所別 男性 女性 不明 合計 情報源 男性 女性 合計
和歌山市 ５７ １４７ ０ ２０４ 紹 介 ８ ３５ ４３
岩 出 ３ ７９ １ ８３ テレビ ２ ２６ ２８
高 野 口 ７ ２１ １ ２９ ラジオ ０ ０ ０
海 南 ５ １３ １ １９ 新 聞 １ ７ ８
湯 浅 １２ １２ ０ ２４ パンフレット ２９ ４１ ７０
御 坊 ２６ ２９ ０ ５５ 本・雑誌 ２ １９ ２１
田 辺 ８ ２０ １ ２９ 電話帳 １３ ２６ ３９
新 宮 ６ ２０ ０ ２６ インターネット １ ８ ９
古座支所 １ ０ ０ １ その他 ５ １５ ２０
県 内 ５ １７ ０ ２２ 不 明 ６１ ３１１ ３７２
県 外 １１ １１ １ ２３ 合 計 １２２ ４８８ ６１０
不 明 ３６ ５４ ５ ９５
合 計 １７７ ４２３ １０ ６１０

相談内容別男女別延件数（重複あり）

相 談 内 容 男性 女性 不明 合計
治療診断のこと ４１ １８１ ２ ２２４
医療に対しての不満・苦情 ８ ６ １ １５
社会復帰のこと ２０ １６ ０ ３６
社会制度のこと ５ ２ １ ８
育児等の問題 １ ３ ０ ４
小学生以下の発達上の問題 ３ ２ ０ ５
不登校 ８ ５ ０ １３
その他の学校不適応 ２ ０ ０ ２
家庭内暴力 １ １ ０ ２
家庭内の問題 ２０ ５４ １ ７５
近隣との問題 ２ ９ ０ １１
職場・仕事に関連した問題 ７ ７ ０ １４
性格についての悩み １ ７ ０ ８
対人関係についての悩み ０ ３９ ２ ４１
ひきこもり ３ ２ ０ ５
摂食障害についての悩み ０ ８ １ ９
アルコール関連問題 ２ ２ ０ ４
薬物依存・嗜癖に関すること １ ２ ０ ３
老人に関する問題 ２ ２ ０ ４
患者（対象者）へのかかわり方 ２７ ５７ １ ８５
問い合わせ ８ １４ ３ ２５
その他 ２６ ５６ ０ ８２
合 計 １８８ ４７５ １２ ６７５

年代別男女別延件数 処遇状況（重複あり）

年代 男性 女性 不明 合計 処 遇 男性 女性 不明 合計

乳幼児 ２ １ ０ ３ 助 言 １０７ ２４４ ５ ３５６
児 童 ５ ６ １ １２ 紹 医療機関 ８ １３ １ ２２
思春期 ９ ２４ ２ ３５ 介 保健所 ３ ６ ０ ９
成 人 １５５ ３４１ ５ ５０１ その他 ９ １６ ２ ２７
老 人 ６ ５１ １ ５８ 来所予約 ０ ６ ０ ６
不 明 ０ ０ １ １ 傾 聴 ８８ ２２９ １ ３１８
合 計 １７７ ４２３ １０ ６１０ その他 ５ ６ １ １２

合 計 ２２０ ５２０ １０ ７５０
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（表１）

入院等
は

適当

他の入
院形態
への移
行が
適当

入院継
続     不

要

入院又
は　　処

遇は
不適当

計

614 614 614 0 0 0 614 0 0 0 0

措置入院者 30 30 30 0 0 0 30 0 0 0 0

医療保護
入院者 727 727 727 0 0 0 727 0 0 0 0

措置入院者
（
）
―

（
）
―

（　　　　）
―

（　　　　）
―

（　　　　）
― 0

（　　　　）
―

（
）
―

（
）
―

（
）
―

（
）
―

（
）

（
）

（　　　　） （　　　　） （　　　　） （　　　　）
（
）

（
）

（
）

（
）

9 7 7 0 0 0 7 2 0 0 0

（
）

（
）

（　　　　） （　　　　）
（
）

（
）

（
）

（
）

―　 ―　 ―　 ―　 ―　 ―　 ―　 ―　 ―　

（
）

（
）

（　　　　） （　　　　）
（
）

（
）

（
）

（
）

―　 ―　 ―　 ―　 ―　 ―　 ―　 ―　 ―　

1380 1378 1378 0 0 0 1378 2 0 0 0

１４年度の判定実績は、表２・表３の通りである。

７．医療・福祉関係事務

　また、精神保健福祉法第３２条第３項の規程による精神障害者通院医療費公費負担制度、及び同法

第４５条第１項の規程による精神障害者保健福祉手帳の申請に係る診断書の判定業務を行った。平成

　精神保健福祉法第１２条の規程に基づいて、和歌山県精神医療審査会は、精神障害者の人権擁護と

その適正な医療及び保護を図るために設置されている。平成１４年度の開催事務及び審査遂行上必要

な調査、その他審査に関する事務に対する審査状況は以下の通りである。

審　　査　　結　　果

医療保護入院の届出
（法第３３条第１項）

区　　　　　　分

医療保護
入院者

処遇改
善

請求

措置入院者

 医療保護
入院者

審査中 未審査

合　　　　計

　　　　　　（平成１４年度）

定期の
病状

報告書

退院の
請求

取　　下

退院等
審査

要件の
消失

審査
件数

届出等
の

件数
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（表３）

和歌山市 計 591 209 306 76 日 高 町 16 6 9 1
海 南 計 307 127 116 64 由 良 町 15 2 12 1

海 南 市 228 100 81 47 川 辺 町 8 4 4

下 津 町 35 12 14 9 中 津 村 9 4 3 2

野 上 町 27 10 13 4 美 山 村 5 4 1

美 里 町 17 5 8 4 印 南 町 13 1 8 4
岩 出 計 137 49 71 17 田 辺 計 282 72 171 39

打 田 町 22 5 15 2 田 辺 市 134 39 74 21

粉 河 町 14 7 6 1 龍 神 村 7 7

那 賀 町 14 5 8 1 南 部 川 村 9 3 5 1

桃 山 町 10 4 5 1 南 部 町 15 2 11 2

貴 志 川 町 37 15 18 4 白 浜 町 35 8 24 3

岩 出 町 40 13 19 8 中 辺 路 町 13 2 9 2
高 野 口 計 136 39 73 24 大 塔 村 6 3 2 1

橋 本 市 65 20 31 14 上 富 田 町 34 8 20 6

かつらぎ町 28 8 16 4 日 置 川 村 10 2 6 2

高 野 口 町 36 9 21 6 す さ み 町 19 5 13 1

九 度 山 町 3 3 新 宮
( 古 座 ）

計 133 39 79 15

高 野 町 3 2 1 串 本 町 92 27 56 9

花 園 村 1 1 古 座 町 12 3 8 1
湯 浅 計 121 47 63 11 古 座 川 町 29 9 15 5

有 田 市 37 12 21 4 新 宮 計 198 82 99 17

湯 浅 町 34 16 16 2 新 宮 市 98 39 51 8

広 川 町 11 4 5 2 那智勝浦町 63 26 32 5

吉 備 町 13 8 5 太 地 町 11 7 4

金 屋 町 14 4 9 1 熊 野 川 町 17 6 9 2

清 水 町 12 3 7 2 本 宮 町 8 3 3 2
御 坊 計 156 35 100 21 北 山 村 1 1

御 坊 市 75 18 47 10

美 浜 町 15 13 2

（表４）

精神障害者保健福祉手帳所持者数（平成１５年３月３１日）

1,078 284県　　　計 2,061 699

更新 新規 計 治癒軽快 死亡 転出等 未更新 計

症状性又は器質性精神障害 7 8 9 17 1 1 16

脳血管障害及びその後遺症 8 6 2 8 1 1 7

老人期痴呆 24 22 8 30 2 2 28

中毒性精神障害 9 11 4 15 0 15

精神分裂病圏 532 453 202 655 1 3 21 25 630

そううつ病圏 71 72 41 113 3 3 110

その他の精神病 87 67 31 98 1 2 3 95

神経症 20 16 14 30 1 1 29

精神病質 10 7 8 15 0 15

児童・思春期精神障害 1 1 0 1

てんかん 86 85 21 106 1 7 8 98

知的障害 3 4 7 11 0 11

その他 721 921 139 1,060 7 2 45 54 1,006

合　　　計 1,578 1,672 487 2,159 83 98 2,061

前年度末
本年度中交付件数 本年度中減件数

本年度末

精神障害者福祉手帳疾病別交付状況

疾　病　名
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